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厚生労働大臣政務官
衆議院議員　当選２回
【これまでの活動】
道州制をライフワークとして活動。
党道州制調査会の事務局次長と
して「道州制第２次中間報告」のと
りまとめに中心的に関わる。党国
会対策副委員長、厚生労働部会
部会長代理などを経て現職。
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　鳥インフルエンザが、人から人へ感染
するように変異した場合、日本では100万
人単位の死者が出ると言われています。
　こうした状況に備え、G7の保健担当大
臣とＷＨＯ（世界保健機構）が連携を図
る世界健康安全保障閣僚級会議が11月１
日に始まり、舛添大臣の代理でワシント
ンＤＣに行って参りました。
　日本の医療関係の研究開発費は約3500
億円、米国の３兆3000億円にはるかに劣
りますが、その中心的な研究施設である
国立衛生研究所（ＮＩＨ）が会議場とな
りました。
　私はまず、米国保健省のレヴィット長
官と会談。鳥インフルエンザの検体提供
をインドネシアが拒否している問題につ
いての対応で合意した後、会合に臨みま
した。
　会合では、我が国がアジア地域におけ
る唯一の参加国であることから、新型イ
ンフルエンザの発生源である同地域での
途上国への支援や早期対策について、リ
ーダーシップをとることをアピールしま
した。

鳥インフルエンザに備え

陸軍の研究施設でレヴィット長官と説明
を受ける松浪ケンタ。軍とはいえＰ４レ
ベルの研究施設を完備する。
※Ｐ４レベル：病原体等・作業内容の危険度に
よって物理的封じ込めのレベルで、常在しない

病原体で，とくに危険と考えられるもの

会合では各国の代表と局長級の事務方が
１人ずつテーブルにつく。

ケンタブログ
｢政務官日記｣配信中
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